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                                                最も守らなければならない   
歩行者やサイクリストをも検知し、リスクを遠ざける。

それが、世界を先駆けるボルボのプリベント・セーフティです。

充分に注意していたはずなのに、急に視界

に歩行者が現れる。前を行く自転車がふら

つき始める。このような状況を体験された

方も少なくないはずです。

クルマ、人、自転車が混在する交通環境の

下で、事故を未然に防ぐという目的の中で

も、無防備な歩行者やサイクリストは、最も

重要視されなければならない存在です。

歩行者・サイクリスト検知機能付追突

回避・軽減フルオートブレーキ・システム。

常に人を中心に発想するボルボならではの

製品哲学が、この新たなテクノロジーには

込められています。

日本では、歩行者事故の割合は、交通事故

死亡者数全体の 36％にのぼります※1（アメ

リカでは 14％※2）。それは、車や二輪車、歩

行者が錯綜するといった日本特有の交通環

境もその一因と言えるのかもしれません。ま

た昨今、様々なセーフティ機能を搭載する

車が普及し、車が乗員へ与えるダメージは

以前と比べて格段に減少しているかもしれ

ません。そのような状況の中、最も無防備な

歩行者へのセーフティ対策は、人命を守る

という観点からも、いっそう着目されなけれ

ばなりません。歩行者との事故を未然に防

ぐために、車にできる最善の対策を追求す

る、その最新の成果が、歩行者・サイクリスト

検知機能付追突回避・軽減フルオートブ

レーキ・システムです。

走行中の自転車に後方から、自動車が衝突

する「追突（進行中）事故」は、致死率が他

の自転車事故に比べて突出して高く、重大

な結果に繋がっています。さらに、その原因

は、ドライバーの脇見と漫然運転が合わせ

て80％※を超えるという統計もあります。そ

してその数字は、ドライバーが危険予測運

転を励行することにより事故を回避できる

ことを意味しています。このような状況に対

応し進化を遂げたのが、サイクリスト検知機

能なのです。

歩行者事故の多い日本こそ、
最先端の安全と安心を。

自転車が混在する交通環境。
自転車への追突は、
重大事故の原因となります。

※1：2013年、警察庁発表資料　

※2：2014年、NHTSA発表資料

※（財）交通事故総合分析センター調べ

歩行者・サイクリスト
検知機能付追突回避・軽減
フルオートブレーキ・システム



12 13

ミリ波レーダー、デジタルカメラ、赤外線レーザー、
3つの先進技術が、
車両だけでなく歩行者、サイクリストも検知。
追突リスクおよび追突被害を軽減します。

日中の走行時において、先進のセンサー技

術が、サイクリストを検知。追突リスクを軽

減します。高速画像処理機能を含む新しい

高度なソフトウェアにより、従来の歩行者検

知及びオートブレーキ技術を拡張して、サイ

クリスト特有の状況にも対応します。高度な

センサーシステム（ミリ波レーダー、デジタ

ルカメラ、赤外線レーザー）が車両前方を継

続的にスキャン し、車両と同じ方向に走っ

ている自転車が自車の進路内に入り、自転

車との衝突が避けられないと判断した場合

に、光りと音による警告と同時にフルブレー

キを作動させます。車両速度が時速 50km

以下で、自転車との相対速度が時速 15km

以下の場合、追突回避が可能。車両速度が

時速 80kmまでであれば追突被害を軽減

させます。検知できる自転車は大人用の二

輪車で､ 少なくとも地上 70cm の高さにリ

ア･リフレクターが装備されていることが条

件となります。

※歩行者・サイクリスト検知機能付追突回避・軽減フルオートブレーキ・システム
は、時速4-200kmの範囲で作動し、時速35km以下では衝突を回避、それ以
上の速度では前方の車両や対象物との速度差に応じ衝突を回避・軽減します。

※歩行者及びサイクリストの検知は時速4-80kmの範囲で作動し、夜間は解除
されます。歩行者検知機能は、80cm以下の歩行者、動物は検知しません。サ
イクリスト検知機能は、日中、自車の前方で、同じ進行方向に向かっている自
転車を検知します。自転車は大人用の二輪車で、少なくとも地上70cm以上
の高さに後部反射板が装備されている場合に限ります。＊詳しくは、ボルボ・
ディーラーにお問い合わせください。

※作動条件、具体的な作動について、詳しくはボルボ・ディーラーにお問い合わせください。

先進のセンサー技術が、
サイクリストも検知。
追突リスクを軽減します。

デジタルカメラ超音波センサー
ミリ波レーダー

ミリ波レーダー

リアビューカメラ ミリ波レーダー

赤外線レーザー

◎検知可能上限速度   人：時速 80kmまで   車：時速 200kmまで 
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長距離レーダー（ミリ波レーダー）　
最大レンジ：150m

中距離レーダー（ミリ波レーダー）　
最大レンジ：60m

広角カメラ
38.3 度

60度

時速 4km以上で作動する歩行者・サイクリ

スト検知機能付追突回避・軽減フルオートブ

レーキ・システム。前方走行車両との車間距

離や歩行者の動きをモニタリングします。

前方 150mの範囲内で、1秒間に 2万回

以上も前方の対象物を精密に捉える76GHz

デュアルモード・ミリ波レーダーをフロント

グリルに装備。加えて、ルームミラー付近に

設置されたデジタルカメラが、前方車両、そ

して日中の走行時において、前方の歩行者

やサイクリストなどの対象物を、最大15まで

モニタリングします。身長 80cm以上の歩

行者を検知し、歩行者の次の進路までをも

予測します。そして、前の車が突然ブレーキ

をかけたり、または歩行者が飛び出してくる

などの危険を検知すると、警告音を発し、

フロントガラスに赤い警告灯が点滅。さら

に、ブレーキサポート機能は、ドライバーの

緊急制動に備え、ブレーキの油圧を瞬時に

プレチャージ。ブレーキ操作にすばやく反応

するように待機します。もしドライバーがこ

の警告に反応せずに、衝突が避けられない

と判断した場合は、瞬時にフルオートブレー

キが作動。時速 35km以下の場合は、衝突

を回避。それを超える速度では、衝突のダ

メージを軽減します。

最先端のセンサー技術を駆使、
危険を検知すると警告を発し、
最終的に車両が
自らフルブレーキを作動します。




